
 

 

 

 

 

 

 

先生方は，どんな時に子供と本を読んでいますか？また，どんな本を読んでいますか？  

乳幼児期の子供は，絵本などのお話を見たり聞いたりすることが大好きです。 

乳幼児期から，身近な人に絵本の読み聞かせをしてもらうことは，子供たちの豊かな心を育て，読書への意欲

を高めることにつながります。１日１冊，子供たちとじっくり本を読んでみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県乳幼児教育支援センターＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ 令和３年度第２号（令和３年８月発行） 

  乳幼児教育支援センターから，幼稚園，保育所，認定こども園の先生方のお役に立つ情報をお届けします。 

 

び学び育つひろしまっ子！

メッセージ ～子供たちと向き合う先生方へ～ 安田女子短期大学 橋本 信子 教授 

私
の
絵
本
の
楽
し
み
方 

 橋本教授には，「広島県子供の読書活動推進計画」の有識者として，また乳幼児教育支援センターの

アドバイザリーボードの委員として，本県の様々な取組に御指導・御支援をいただいています。 

保護者にもぜひご紹介ください！ 

おひざにだっこの読み聞かせ 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/oyakoko

mi/dakko-yomikikase.html 

あかちゃんにことばのプレゼント 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/oyakok

omi/kotobanopresent.html 

広島県教育委員会（幼児教育・生涯学習・社会教育） 

“読み聞かせ”以外の情報もいっぱい！ 
詳しくはこちら↓ 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/yoji-shogai.html  

広島県立図書館 

読み聞かせっていいらしい 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/oya

kokomi/kodomo-yomikikase.html 

親の方がのめり込み 
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/oyak

okomi/otona-yomikikase.html 

赤ちゃんと楽しみたい絵本の紹介や「赤

ちゃんと絵本についてのＱ＆Ａ」が掲載

されています。例えば… 

Ｑ：せっかく読んでいるのに，途中でペ

ージをめくってしまうのですが？  

Ｑ：同じ絵本ばかりを，何度も「読ん

で」とせがまれるのですが？ 

答えは，左のＨＰから確認してみてくだ

さいね。 

本の紹介（図書館職員による新しい本の紹介・乳幼
児向け（絵本ガイド等）） 
http://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/?page_id=361 

 

「うちで読もうよ」～図書貸出事業～ 

http://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/?page_id=3217 

『赤ちゃんと楽しみたい絵本ガイド（令和２年度改訂版）』 

（広島県立図書館／編集，広島県読書推進運動協議会／発行） 

その他にも本にまつわる情報を紹介しています！ 

私
は
絵
本
を
二
通
り
に
楽
し
ん
で
い
る
。

一
つ
は
「
読
み
語
り
」
で
、
一
つ
は
「
一
人
読

み
」
で
あ
る
。 

「
読
み
語
り
」
の
楽
し
さ
は
子
供
の
反
応

に
あ
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
の
な
い
、
オ
ノ
マ
ト
ペ

（
擬
態
語
・
擬
声
語
）
だ
け
で
展
開
す
る
絵
本

に
、
声
を
あ
げ
て
笑
う
赤
ち
ゃ
ん
に
は
和
ま

さ
れ
る
。
子
供
の
指
差
し
や
つ
ぶ
や
き
を
き

っ
か
け
に
始
ま
る
会
話
は
何
よ
り
楽
し
い
。

聞
き
手
が
大
勢
の
時
は
、
静
ま
り
返
る
空
気

感
や
互
い
の
反
応
に
呼
応
す
る
子
供
た
ち
の

や
り
取
り
が
興
味
深
い
。
聞
き
手
が
一
人
で

も
大
勢
で
も
、
読
み
語
ら
れ
る
絵
本
は
そ
の

魅
力
を
存
分
に
発
揮
す
る
。
万
能
で
あ
る
。 

絵
本
に
は
意
外
な
発
見
が
あ
り
、「
一
人
読

み
」
の
楽
し
さ
に
目
覚
め
た
。『
大
き
な
か
ぶ
』

（
福
音
館
書
店
）
の
挿
絵
に
は
か
ぶ
の
抜
け

な
い
理
由
が
さ
り
げ
な
く
描
か
れ
、
そ
れ
を

発
見
し
た
時
に
は
挿
絵
作
家
の
一
計
に
驚
嘆

し
た
。
そ
の
時
か
ら
「
一
人
読
み
」
は
、
私
の

至
福
の
時
と
な
っ
た
。 

 
 

一
冊
の
絵
本
に
込
め
ら
れ
た
、
創
り
手
の

心
尽
く
し
に
触
れ
る
時
、
育
つ
者
と
育
て
る

者
に
向
け
ら
れ
た
敬
愛
の
念
に
思
い
が
至

る
。
人
を
大
切
に
想
う
人
た
ち
が
創
る
絵
本

の
世
界
は
、
だ
か
ら
心
か
ら
楽
し
め
る
。 

http://www2.hplibra.pref.hiroshima.jp/?action=common_

download_main&upload_id=10487 

問合せ先 広島県立図書館事業課 （082）241-4973 

http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file263.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file263.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file251.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file251.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file259.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file259.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file255.htm
http://www.fumira.jp/cut/hoikuen/file255.htm


 

 

 

 

 

子どもの学びを見取り，保育の改善につなげる取組 

「遊び 学び 育つひろしまっ子！」の実現に向けた 

～３歳未満児が遊びや生活の中で安心して主体性を発揮するために～ 

幼保小接続期における特別な支援を必要とする子供の育ちと学びを連続させるための指導の工夫，環境づく

り，保護者・関係者連携等について学びました。 

 

※ 乳幼児教育支援センターでは，センターが実施する研修について，設置形態・施設種別を超えて率直な意見交換を行っていただく，研修モ

ニターを設置しており，各希望研修後には，参加者の皆様に事後アンケートを提出していただくほか，研修モニターからより詳細な感想等を

聴取することで，皆様のニーズに沿った研修の実施に向け，取り組んでいます。 

子供の育ちの原点となる乳児期

に着目し，令和２年度・令和３年度

の２年間で実施している事業です。 

各研究開発指定園・所において

は，生活や遊びの中で，０・１・２

歳の子供が何を学んでいるのか，５

つの力がどのように育っているの

かを読み取りながら，子供主体の保

育を実践するため，子供の姿（エピ

ソード）から学びや育ちを読み取る

園内研修や，公開保育を中心とした

他の研究開発園・所と合同での学び

合い等を進めています。 

令和４年３月２日（水）には，事

業報告会を予定していますので，ぜ

ひ御参加ください。 

 「特別な支援を必要とする幼児児童のための幼保小接続期の教育・保育」講座 

【講師】独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 インクルーシブ教育システム推進センター 

上席総括研究員（兼）センター長 久保山 茂樹 氏 

久保山 

です 

７月 16 日・28 日（オンライン） 

朝の会，帰りの会で椅子に座れな

い子の姿が，気になることがあり

ましたが，「どんな座り方でも話を

聞いていることが大事」という久

保山先生の話から，少し離れたと

ころでも座って気持ちを向けてい

ると感じることも多くあり，形に

こだわりすぎず，子どもたちの内

面に注目していくことの大切さを

学びました。 
～研修モニターＡ先生（公立保育所）～ 

「SOSをだしてもいいんだよ」，久

保山先生のこの言葉を聴いて，困

ったときに困ったといえない子が

多いように思いました。子供が安

心して伝えられないような雰囲気

や教師との関係があるからではな

いでしょうか。子供と直接的に関

わる教師の信頼関係づくりが重要

だと感じました 

～研修モニターＢ先生（公立幼稚園）～ 

【発行元及び連絡先】広島県乳幼児教育支援センター 
〒730－8514 広島市中区基町 9‐42 広島県教育委員会事務局（広島県庁東館６階） 

TEL 082（513）4978  FAX 082（212）3331 

広島県乳幼児教育支援センターホームページhttps://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/youji-index.html 

～付箋を使った話し合い～ 
園内研修の一例 

【研究開発指定園・所】 

〇社会福祉法人青雲福祉会 

青雲保育園（東広島市） 

〇東広島市立中黒瀬保育所 

〇社会福祉法人 光生会 

保育所ひかり学園（熊野町） 

〇社会福祉法人みどり会 

みどりの森保育園（広島市） 

研修モニターの声 
“多様性を大事にする社会”とい

う先生の言葉は、今この時代だか

らこそ心に響きます。一人ひとり

が得意分野で活躍をして、“あなた

はあなたで良い”という事を共有

していける世の中になるようにと

願いますし，いつもその事を念頭

に置き、保育を行っていきたいと

思います。 
～研修モニターＣ先生（私立幼稚園）～ 


